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．・ 』．　研究期間は，「昭和57年9ζ鳳12月および翌年3・月の3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期に亘り，各期ともr31日間ずっ，’合計9日間の食事調査

　近葎，食塩の過剰摂取と成人病特に高血圧症と』の関係 戸　および24時間尿の採集を各児にっいて行づたσ 二じ．㌧偉

に高い関心が集り，その予防策とレで食塩調味の薄味化，　　』㌫ 食事調査　』　』1…・翌・1
．、・ 二∵’ たご＝ 〕，』部

カリウム摂取の重要性が叫ばれている3）響）他方小児期髪　・、・ナトリウムおよび方リニウ呑の測定に用いた食事は特別

極おげる食生活⑳あり方が後年の健康や食味嗜好を左右ト　のものではなく，1各研究期間に子供に供された施設の貫

するという推理にもとづいて成人病の予防を幼少時の食　　常食と同じものであるぢ 食事は1甘分苺にビ屯r増袋に

螺艦め爵うと躰動きが醗窃る初鉱その例入れて凍結保存尉ト 弘働ムとカ／リ弘測定時にこれ

に，salt－fr66ベビーフードの一般化がある。筆者らは　　を解凍し，ホモジナイザーにかけ十分に均質化したもの

先年成人の日常食を通して，ナトリウムおよびカリ ウムム を試料としたぴ対象児ば何れも全期闇を通じて残食を全

の摂取，それに対応する尿中のナト リウムおよびカリウ　　くしなかったのでチここ に得られたナトリゥムおよびカ

ムの排泄に関する報告を行った浩4）しかし年少幼児を対象　　リウムめ値を対象児共通めグトリづムおよびカリウムの

としたこの種の資料は極めて少なく，特にナド リウムお1 摂取量とした。」方供されだ食事のエネルギー，蛋白質，

よびカリウムの摂取と排泄を追跡的に調べたものは皆無　 ナトリウムおよびカリゆム含盛を内訂日本食品標準成分

に近い。 しかしこむは乳幼児の将来の健原に関する栄聾　　表を吊いて算出レた◇』

指導上の重要な問題である。　　　こ 　　　　、 1” 4評尿試料
　今回＃ま窪ま東京都内のτ餐誰施設の協力を得，そこ　・　尿試料としてに，、食事調葦当日の朝食前に排尿をさせ

に生活する健康な幼児を対象に，日常食からのナトリウ ”そのあと翌日の同時刻までの泌時間尿をポリ菰チレンの

ムおよがカリ1身ム探取篤ごれに舛琳する、ナト リウ4参　”容器際貯零・』1目毎に蒐鞄毫計量記録し・ その「部を凍

よびカリウム¢》尿中排津量を・・秋・冬・ 春と追跡する機　 ・、結保存し・これ皆ナト．rリ汐 ｛およびカリウム測定に供し

会を得た。一 わせて同じ時期に対象児の身長，体重およ ・たみ

び血圧の群測測定を行づた。 ．　　　　．　 ・　　　5，ゼ』ナトリゥムおよびカリ ウムの測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食物および尿試料歳“数gを精秤し，1％塩酸抽出法15）

　U　研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　を用いて段階的に希釈し，原子吸光分光光度計16）により

　　　　　　　　　　　・ 、　
『、

、　」∴i、一　 　　．㌧ρ’灘定したσ ；ご・二∵工奇二』［『「・ドプ』
㌧ ヤ．

、』 ：　鯖．ゴ

　1，対　象』　　　　　　　　　　　　　　　　』　　6．身長，体重および血圧の計測測定

　対象は都内の住宅地に位置する一養護施設で生活を共　　　身体の計測測驚は常に同←担当者によって，各研究期

にする5ん6歳の幼児6名（男児3名，女児3名アで・　”の開始日前日の午前中に行っだ。・なお血圧測定は，朝食

その選定に当うては，⑦健康で標準的発育をし，日常生㌧　2、時陽鋒に仰臥倖でダ静かな状態ぞ行歳った6、測定1こは

活面で特に異常Φ認φ られない者・②食箏摂取にむらの・・』小児用マンシ；ットを使用した。…

ない者，③採尿，血圧測定に協力的であることの3点を ・二

考慮したる1『r
d
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皿　研究結果及び考察

　1．身長と体童及び血圧の変化　』

　観察各期における対象児の身長と体重および血圧の変

化を表1に示す。研究開始時の身長（㎝）は，男児113．2，

女児1088，終了時までの6ケ月間にそれぞれ4．1および

3．5の増加であった。・開始時の体重平均（k窪）は，男女児

それぞれ20．0および18。7，同じく6ケ月間に男児1．7，

児2．0の増舶を示した。これらは昭和58年度，学校保健統

計調査65歳児および6歳児の値17）と極めてよく一致

し，期間中全員順調に発育したと言えよう。

　血圧は何れの時期も男女差が殆ど認められず，・開始時

の男女平均値（伽1｛g）は，収縮期84，弛緩期43，この両

者とも9月，12月，翌年3月と次第に上昇し，それぞれ

95および53となった。冬期に血圧が上昇することは既に

成人について知られており，幼児については，我々の報

告した18）1年に亘る追跡測定の結果でも冬期の上昇を示

し，今回の12月における上昇も季節と何らかの関係があ

るかも知れない。 3月に至って更に上昇したのは，その

理由の1つとして，3月は施設における子供の入退所に

よる全体的な移動のある時期であるため子供達が， 精神

的緊張状態にあったことが考えられる。しかし何れにし

ても，本対象と同年齢児を対卑とした菊地ら19）の値と同

範囲1こあり，．当課年齢児の血圧としで正常範囲の変動と

みるこどが出来よう。

　2．供与された食事のエネルギー，蛋白質，ナトリウ

　　ム及びカリウムの計算値

　観察各期に供与された食事（間食も含む）のエネルギ

ー，蛋白質，ナトリウムおよびカリウムの計算値ならび

にエネルギー，蛋白質にっいては，当該年齢児の所要最

（9月，12月には5歳児，翌年3月には6歳児を基準と

した）充足率を表2に示す。エネルギーは12月にやや低

く，3月にやや高いが日変動は極めて少なく最低1407kcal

（12月），最高1607kca1（3月），充足率は，それぞれ

90，8％および100．4％，総平均では1496kca1で所要量の

95，5％を供与している。

　蛋白質は，全体に所要量を上まわり，最低の48．3g（91

月）でも所要量の96，6％を満たし，最高の61，5g（3月）

は117，1％に当る。エネルギー同様日変動は小さく，・総

平均55．4g ，充足率109．0％となる。

　ナトリウム計算値は，最低1009㎎（3月）彪最高1964㎎

表1　観察期間中 における対象児の身畏・体重・血圧の変化

身　　長　　o 体　　重　　kg
血　　　　　　　圧　　　　　盤Hg

収組朗 弛暖期 収縮朗 他隈期 収縮期 弛緩期 収縮期 弛緩期　
9月 監2月 3月 9月 12月 3月 9 月

12
月 3 月 平均硫S．D， 平均鑓S，D．

り3

ヨ．6歳8月
1125 n45 116，0 21ゆ 22．0 2銑0 86 48 9① 50 10D 55

92　　　7 5監　．　4

2　5　5 LI5．0 1165 II9．0 鳳0
195

2α0
82 42 80

覗
98 55

87　　置0 47　　　7

3　5　5 n歌0 n45 監17、0 2α0 21．0 2ao 85 40 88 40 90 40
88　　　3 40　　　0

平均硫
IL32

ヨ152 H7、3 2α0 20β 2口 餌
43 86 45 96 50

89　　　6
46

　　4
S．D． 1β 12 15 ヌρ 璽3 隠

2 4 5 5 5 9 3 ・σ

女

4　5歳5月 】聖5．5 1170 聖19，0 2翫0 24ρ 25．0
88 48 9① 50

脇
50

92　．3 ‘9　　．1

5　5　6 】09ゆ 理09．① H2，0 1＆0 鳳0 20．0 餌 鱈 9① 58 98 58
9雇　　　7 53　　　8

6　5　6「 】oao コ045 106．0 鳳0 1巳0 17．0
80 38

綱 38 88 58
84　　　4 45　　12

平均侮 Io鴫
nO2

H2．3 置83 臓7 20．7 84 43 88 49 95 53
89　　　6 ‘9　　　5

S．D． 6β 6．3 65 4．0 4．0 4P 4 5 4 】0 6 7 4 4

詮平均雌 1uρ コla7 n4β 193． 203’
212 84 43

留
47 95 53

89　　　6 48　　　5

S．D． 5P 49 5．0 a7 2β 2β 9 4 4 7 5 7 9 5

表2　観察期間中に供された食箏のエネルギー，蛋白質，ナトリゥム，カリゥムの計算値

9　　　月 12　　月 3　　月 全平均鑓

S．D．弟1臼 第2日 第3日 平均虹S．D． 郷1日 第2日 笛3日 平均磁S．D． 第1日 第2日 第3日 乎均価S．D．

エネルギー　kcal 150醒 1457 L509
1490・29 量4㏄ 1曙85 厘481 L458　　44 鹿577

1607
14留 コ540　　91 L496　　64

所要皿充足串　％ 97．0 　94．0 97．3 96．1　，β go8
95．8 95．5 94，0　2．8 985

100．4
898 962　　5．7 95，5　35

蛋　白 質　　9 48．3 56．0 59．8 54．7　包9 58．3 55．3 50．3 54、9　42
605 55．L 53．0 56畜　　鍋 55．4　43

所湊量充足串　％ 96．6 聖12．O 119．6 109．4　U．7 L16．5 置12．6 100．6 聖09．9　＆3 置17．1 105．0 100．9 107．7　＆4 109．0　＆4

ナトリゥム　　切 聖838
0954

1慨 1618　494
lo89

皇661 犀層α7 厘279　33聖 E㏄9 13馴
1855

厘引6　42‘ 1433　391

カリウム　　階0 螂
1131

1聖17 1邸9　　96
795

1【79
91D

961　197
Il21 827 聖卍75 1041　187 1024　152
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金沢他：幼児の日常食にお砂るナトリゥム3r、カ．リ ウ本の摂取と尿中への排泄および血圧

（9月）で日変動が大きく，期別では12月に低く9月に

高い。総平均1438叩で， これを食堪r弔換算すうとa7g

に当る。 このナトリウム値は，『 然食品に含まれたもの

と加工食罫騨韻緯卿ナ、ト堕ム無φ和で
調理に当って調味料として添加された食塩のナトリウム

は加算されていない。何れにしてもナトrリゥム置の変動

係数27．4は， エネ）レギーの4．3，蛋白質量の7，8にくらべ

て著しく木蓋弘ジ日変動㊧大きさ塑監す蛮らも伺える。

　カリゥム計算値は，795ん1175鞠の範囲セ常にナトリ

幌下勲蟹必弗》、1堕へと報関朧示削
ない。

歌 一チ、トリ・ウ璽拗堕礁磐り実陣
　観察各期におげる対象に供されたr1・日の食事中のナト

リウ喚と府サフムの軍測鎮プエネルギー工oqkca1当りの。

値および対象児の体重1麟当／りの値饗衷βぐa）（b）1ζ示

す。．前記←たよう年本対卑の場合食事峠奪薄象共通な硲・

で，そのナトリウ払および力三リケ鈴㊨測定値は全員に共

通した供与章であり，． 全観察期簡を通して全員に残食が

全くな筋働でめ瀦の雌値摯稗飛の摂瞑
量とう苓ナこと樽レ柔。．脅の量は次のホうである。

　1）い二各期における1グ日平均ナドザ暖奈藻耶量は，最低

が1g月 で1725㎎，最高は9月の1943㎎ぞ特1ζ季節的変

動とみら嫡診蝿卿な加索・、1爆らの値を前記
の計難と比較する紫の差は働で14鴫最大で898

㎎ダ期別平均でみ郵ど計讐値古μ32駿4郵㎎高く・こ麹1

を食塩に換算すると約α8～：1，1g添加したことになり，

総靖では4βgと蔓る。もレ計算値ザ耳に近いも中とす塵
ば， これらの差が調味料としせ添加された食塩からのナ

トリウ李鴬眠う転ξ必参う軌レかしこれ右前述したよう．』

に計算値の中に舛賎に加工食品中に添加ざむ木食塩が含

まれて騒鱈吻差皆単に添加食塩孝1考えるわけに麹する尿蝉批率纏 に齊識対象児ほ岬門量
痩脅ない。 ．また群算悼1ま塑な顔木きンな葎動係数を示し角　　4〉摂取ナトリゥム艦対し犀噴鐵世量は，男児の各期平均

力純れ郎、ら螺潰ll働鋤騰1β・7畔かld・さく・牙 卿魂晦、蜘幽騨的轍児は騨男児よ
調味料としての館添加によ朔味が力卯一定『こ講』・ひ低噸向を顧弥リウゆ尿中謬鵬轡ナト
されてい多ことが伺える1』 　　　　 ・　　　　　ベリ．ウ桑摂取承ばがりでなく』身体内外の諸環境¢変化に

総ヂトウウ壊聴は同lbぐ幼児翻象とした五島ら20）繍る影麟うけ勧も主勘塑解釈は簡弊ないが

（柳噸と曜遜麺縛骸19）細）の値よ 』確柳構男女嫉嬉麟2D〉嘩に眠鞠砺
り約lq噸下彫艶墾⑰ごとは部調塑地方譜噸1騨り呪トリラ嫁輯泄は財ゆウ蝦
差に帰サられるのではないかと推察さ艶るQ　r鴬　　　魂量の場合と同様，女児炉やや高い値を示ルヂ男児平均

餌IP・kc蛸りのナ・トリ 弘鱒1ま・各期鞠支18～麹㎎1ζ対し・・女児8＆・㎎訟平均81面と 婦5
131・㎎・』騨均124鵡P腿μ1ら2）Fζよるアメリカの r毎トリウム灘慰辮る尿中排泄率は；鱒拶群泄量

離乳食ど比較すちとやや高い蹴筆者ら切の測定した成　　からモも萌らかなよう1こ常に女児よりも男児に高室，男児

r人食とくらべると趣り低い6幼雌とし禰味に心を8鰹螂％に対し・ 女児8α4％から9α1％款男女
用いている弘とが珂える。　　 　学　 　　　　　　　児へも9r月塑ら12月，翌年3月と次第に上昇傾向を尽レ

　体重1k3当りのナトリウム摂取量は，・全平均男児89，0 た。・これらの変化が偶然かどうかは今後に残された問題

㎎，女児97．0㎎で各期とも常に女児の方が男児より高い

・値を示す登これは煙かながら女児の体重が男児を下まわ
　　　　　　　　　リ　ドて　ビら　　　　ヲ
ったことによるb「 対象ではン1日平均体重1㎏当り92㎎

吟ナ嘘り艶耀恥て縞、め即前記の礁ら20）
の122㎎より低い。総ナートリウム摂取趾においては両者

瞬蜘脚鹸？瞬麺§1．鵡ら2。）の対象の
体量が本対象より平均で約4絢低かったためにこの差が

r生じたの密おる6毒．
　⊆　　”　1 二 　　 刀　し7　　亀』’・．

　2）各期におけるカリウムの平均摂取量は，1038～1161

㎎でナト、リゥ為探取母と同じく季節的な変動は殆どみら
　イ　　　　　　ド　　　　　　ハ 　 ロ　　　　 と　　ぐ

れない。計算笹との差は極融て小さく，少ない日は10㎎

に満たずヂ大ぎζ著もf75㎎，宰均81的で，ナトリウム

めよう妖齢砺緯醗痔れは調理の麗で特
1弓カソ ウみを、添加する選う『な行程がないからであり・ま

た用いた標準成臓によるガリゥムの計算値の信頼性が

高いことを意味する1と言える。

　100kca1当りの寿旦身ム縁平撫年3．2叩，体重1kg当り

総平均摂取量55，3㎎，ナトリウムの場合と同様男児の方

が娩勘低殖を恥嵐、1 三
、」

3）1．鱒≧、堵融す鴛トリ％：・カリウム比（Na／

K比ア鱗1蝉位寧唄塵棲澗年3月にそれぞれ
1．81 1マ， 1⑨で全平均L7であ写た。 これに対し， 前記

6菊地ら1尊）6繭蚕した幼児男女あ平均値は2！7でかなり

喬い。、また筆者ぢ1夢壽よび菊地ぢ琴1）6成人対象の男女

平均奥2：を大ぎく萎ま少融∫寝るξ本対象の食事の食塩

群り趣魁邸興勉毫思わ郷力乳これについ
：ての評価尽今後Φ穣融1弔まなや嘩ならない。　い

一－

暦リ％即伽…ゆ尿中への拐騰、
、1 1）芝観察各期に事鵬ぞ云トッヴムの24時間尿中への総

排泄鼠、体重 1聴g当づ排泄母およがナ トリウム摂取量に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

一105一
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解縣棚中に供さ弗た飾のオトリウム及びカリウム測定値

　lalナトリゥム測定値

9　　　月 12　　月
3 　月 全平均値

S．D．第1日 第2日 第3日 平均他S．D． 第1日 第2日 第3日 平均値S．D， 第1日 第2日 第3日 平均値S．D．

総量
実　測　値 　 ㎎

2016 2127 1685
1943　230

1514 2099 1564
1725　324

1907 1699 2005
1870　

156
1846　234

計算値との差　　 ㎎ 178　・
163 633

325　267
445 438 457

447　　10
898 315 149

453　394 408　246

100kca1当り．　．㎎
134 146 112

131．．17
108 141 106

118　　20 121・ 1偽 140
122　　17 124　　17

対象児の
重1kg当り

　取　f甦

　　　㎎

男
平均値 101．0 106渇 84．4 97．＄　115 728 101．0 752 83．0　15，6 8亀3 、78．7 92．9 86．6　7．2 89．0　122

S．D． 5．1 5．3 4．3 4．9 4．4 6．2 4．6 5．1 6．4 5．7 6．7 6．3 8．0

女
平均値 111．4 117．5 93．1 107．3　12コ 79．1

10917
81．8r 90．2　16．9 94．6 84．3 99．5 92，8　7．9 97．0　13β

S．D． 23．4 24！1 19．5 22．5 15．8 21．9 16．3 20．51 18．0 16．0 18．4 17．6 19．1

男女全
平均億

1062 112．0 88．7 102．3　122 76．0 105．4 78．5 87．5 91．5
815 96．2 89．7　7．5 929　13．0

S．D． 16．2 17．1
135 三5．6 10．9 15．1 11．3 14．2 12．5 115 13．2 12．3 14β

侮1カリウム測定値

9　　　月 12　　　月 3　　月 全平均価

S，D．第1日 第2日 第3日 平均俺S．D． 第且日 第2日 第3日 平均価S，D． 第1日 第2日 第3日 平均植S，D．

総鼠
実　測　値　　㎎

968 1029 1168
U15　且29

802 1354 959
1038　284

1202 940 1342
1161　2D4 1105　194

計算値との差　　㎎
10 78 51

46　　34 7 175 49
77　　87

81 113 167
120　　43 81　　61

100kca1当り　　　㎎
64 83 77

75　　10
57 91 65

71　　18
76 59 931

76　　17 74　　13

対象児の
重1kg当り

　取　量

　　　㎎

男
平均範 4＆5

605 5a5
55β　　6．4 38．6 65．1 46．2 50．0　13．6 55．7 43．5 62！7 53，8　9．4 532　　9．3

S．D． 2．4 3．0 3．0 2．8 2．4 4．0 2．8 3．0 4．0 3．1 45 3．9 38

女　、
平均笹 53．5 63．5

645
60．5　6，1 41．9 70．8 50』 54．3　14．9 59．6 46β 66β 57β　 10，1 575　　9．8

S，D． 11．2 15．0
134

13．0 84 1471
10．0 io．8 11．3 8．9 12β 11．0 10．4

男女全
平均値 51．0 62．0 61．5 582　　62 40．2　． 68．0

482 52．1　14．3 57．7 45．1 64．3 55．7　9．8 55．3　　9．5

S．D． 7！7 9．8 9．4 8．8 5，8 9β 6．9 7．5 7．9 62 88 7β 79

田
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表4ナドリ 叩宇躍
「ノ

　ザ 』 9　　1月 r12　　ず』月 13　　i1月 全平均

S』D。第1日 第2［日 第3日 平均値S．D． 第L日 第2日 第3．日 平均値S．Dl 第1佃』 第2 日 第3日 平均値S．D．

総翫

日当り

泄量

　　㎎
　　』

．1’

男
平均埴

1713 1784 1542
16801，124

1344
り 1823， 1383． 1519一・266 1794 1609 1826．』 1743’1117 1646，188

S－Dl
’ 58 72

54、
52 　　：こ一～ 丸7

，

883 71
55”

64
㌔ 15’↓ 54、r 11㌧ i（ン7、　　 ニィ

女
平均値

16i2
1616，

1445
1557．98

1260 1770 1319 1449 279
且775玉 153を 1742へ

1684 131
1564　191

SD． 58’ 54ン
36 49 56 1 き5

．｛

211
36r　一、く

51「一べ 41 9ユ∫ 57；1 110

男家全
平均値 i6531， 1700r琴 1493

｝．

1619r111 13α≧ 1797 135i 1483
、273 1785』、 i572 1784

で 1713℃123 1602・一 185

SJD』
［ 76 1鰺一・ 68

81∫
）

561 67 58
二 56．

53
、

49r
8い、

50 U4
』■

象児の

重1㎏
り排泄母　　　㎎

男
平均億 85．7 8銑3 7乳2 84．1　6．2 66β 89£ 683

749　13．0
832

74．5 84．4 80．7　5．4 80．0　8．7

S．Dン， ：卜M 2コ し4．51 さ2，6　1髪・ 5．0 ．6．0 6．3 5．6 8．7 59 3．6 6．1 4．7：

〕1女、∫
平均値 90．3 953

84．1 89．9　5β 65．5 ．92．3 68．8 7鉱5　14β
879 76．1 86．6 83．5　65 83．0　10．5

SlO“i 18』7 25．9 上22．0 5a2．1　9 髪10．2 i6．9 ・13．0 133　1 116．2 、145 119．0 16．5 ・17．3　＝

男女全
平均値 888．0 ga3 8α7 887－0　・59 659

91．1 6＆6 75．2　13．8 85．6 75．3 85．5 82．1　59 181．4　95

S～D試 ・12．1 ド16，8 こ14．7
』し44　艶 、

・：、ヱ．2 r1二1．4 、㌧ll9．1 ．黛1 r1L9 、ヒ「9，9 ：ila3 11，2い 41．4

俳泄率

　　％

財臼1

男
平均値 85．0 84．1 91L5

868　4．0 88β 86．9 鴫4 88，1　1．0 94．i 94．7 9坦 93．3　1．9 89．4　38

S； Dl，、 覧1629 ～ 3．3 1．こ3．3 ト説2マ　 1 Ii「05 ご（♪14．2 1δ4．5 こし3，0、 ド
．β．3 ン魚9 L2，7 し．，1㌔O　l ノ父L4　豊

女
平均値 いr80．0 L 76，Q 3こ85」 旨804』ビ45F N832 荒・84：3

・ F84ご3 ，i 84ρ；レ0．6一 ジ93氏 ．り90．4 ンァ86．8 ，l」90．1 3．2 855 ：㌔5．i

S．D．
29 2．6 22 2．8 3マ 1，γ、 1．3． 2．2 2．6 a3 4．5 3．0 4－61、一

拐女金
平均値

825
80．0 88．6 83．6　4，4 86．0 85．6 86．4 86．0　0．4 93．6 92．5 89ρ 91』7　24 87、4　4．4

』SID． 38 5．1 4．0 2．2 3悉 3．2 3．9 3．2 2．8 2．8 4．1 2．6 2．5
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表5　カリウムの尿中排泄

9　　　月 12　　　月 3　　　月 全平均

．D．第lr日 第2日 第3日 平均値S．D． 第1日 第2日 第3日 平均勉S．D． 第置日 第2日 第3日 平均範S．D．

総鼠

日当り

泄量

　　㎎

男
平均値

680 862 775 773
　91

601 1045 723
790　229

934 740 1且02、 925　181 829　169

S．D．
89 69 34 31 32 60 12 16 89 19』 58 22 75．3

女
平均値

698 874 753
774　　90

604 905
730，

746 15且
923 730 1120

924　195 815　155

S．Dボ
87

102、 58．
80 36 178 29 77 55 30 61 22 重oo

男女全
平均値

689 867 764
773　　89

603 975 727 768 189 929 735 11i1
925　188 822　160

S，D．
79 ．78 44 54 30 141 20 55 40 23 54 19 86

対象児の

垂1kg
り排泄鼠　　　㎎

男
平均値 34．0 43．i 38β 38．6　4．6 289

50．4
348 38．0　11．1 43．4

342 51．1 429　　85 39．8　7．7

S，D． 4．3 2．0 22 0．5 12 59 2．5 3．1 4．5 1．9 6．1 4．1 2．5

女
平均価

379
47．5 41．1 42，2　4．9 314 46．1 38．0 38．5　7．4 46．1 36．2 55．7 46．0　98 42．2　7．3

S，D．
42 4．8 58 4．7 5．0 3．7 6．2 32 i1．0 6．6 12．2 9．8 6．1

男女全
平均価 35．8 45．3

399 40．4　4，8 30．1 48．3 36．4 38．3　9．2 44．8 35．2 53．4 445　　9．1 41．0　74

S．D．』 ．42 4．1 4．1 3β 3β 5．0 45 3．1 7．7 ．4．5 9．0 69 4．4

排泄率

　　％

平均値
702

71．3 66．4 69．3　2．6
749 772

75．4 75．8　1．2 77．7 78．7 82．1 795　　2．3 74．9　48

S．D， 9，2 5．6 22 2．9 4．0 4．4
12 1．1 2．4 2．7 4．3 ．1．5 0．4

平均価 72．0 72．3
644

69．6　45 75．3 57．1
762 72．9　5．0 76β 77．7 83．5 79．3、3β 73．9　 5．2

S．D． 9．0 85 5．0 7．3 4．5 12．7・ 3．且 3．3 4β 3．1 4．5 夏．7 4．0

平輿値 71．1 71β 65．4 69，5　3，5 75．1 72．2 75β 74．4　　12 77．3 78．2 82．8 79．4　3．0 74，4　5．0

S．D．
82 65 3．8 5．0 3．8 10．且 2．2 4．3 3．3 2．4 4．0 15 2．6

m
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　　　　　金沢他：幼児の日常食におけ るナトリヴムドガリ／ヴム¢∫摂取と尿中への排泄および血圧

であ鱗対象のナトリ・ウゆ購鰍涛五島典謂来の旺剛郷現時点ゐ刑ウ繍よびカリマム

高羅艶翻嘩対象と轡1まぼ舵鱗灘灘鑛碁藁騨…轡
対象児の卿こついて向一聯中のナトリウムの摂…八　　矯　、！’四＝i

羅灘灘畢轟醐黙塑iプ気熟☆1ノ＼ド・・i
α82噸＆の範邸何れ轡噸脚CPく0！00Dを 都内の磯護韓で生汚撃膨している5歳ト6卸
示し牟・各期ごとの全即摂取と排泄の脚馬O月・・1男児3名女脚の計鱒対象1こ・ 昭和57期・
12月および翌年3月にそれ脚関騨α7乳α7町α89・12月・翌年3月の緬 各雛続3晒延9日脚
で翻とも勘龍欄であった・　　　 常飯取下㈱ける，ナトリウムとカリウム蜘勲よ

　2）洛期に郵ザるエ日平均姦蚊畜の尿中慕の総排泄ξ生轡面ε自あ1藪蒔商扇革蒸あチ箱勇1づ公乏赤り二恥排泄量

麟重11kg当り排泄鰍脚ウム摂取職する謄原子吸光分光光度計を用いて測定幅た各期どと
尿中排滑鱒5に示嬬脚1紹73ナ9緬ll幽児の躯嘩、よび血圧㊨醤繍定を磯1一
全平麺才吻し桐ナト秘の場合≒異り男懸 ・方同じ延9照の献立表捗エネルギー・蛋自算iナ

灘鵜簿編器1～讐排1箭へ紬、轡甥勢次僻
体鰯当鋤繍娠摂脚瞬女児におi1）対象児の賑お繍饒育1ま正常値範囲戯

いて隼かに高い値を示した9．ご’ ／　　…た．研究期間6ケ舳の蜘ぬ身長は號4嬉
カ01ウム摂取量に対する尿中への朧比率は・695～…女児a5㎝，魎は男克1鳳女児a・kgであ匁：li

79趣顛竪数燃地ウ勲塁史難跳嘘監＝鍵濾血圧甥雄1羅励鍍弟朋鯉繍．1弛
低い鮮し鷺傾向賑介を線じ嘩ら拠）1顯それ姻　脚および贈頭9」1月脚

の場牟と同嫡る・　△　β』曝蜘こ蝋31趣こはそ轡95遡艦び

泄と脚係は・それぞ湘縣数α6勢97・α96で何i4）ナトリウムの尿中排池は・男女ほぼ同一蝉陣

れも鱗：垂塑窺舘罫一競謡翁簾、歳，影璽愈鮒二監蝦塾錫燧二極簸茎3囑脳鱒1臨

㎎轟灘毒畢織リ；途雛灘鞭認難羅蟹蕎講

の成績で蝋取α9磯176儲ち19あ値より遥に…月・翌年3月に繊6聯‘％から7一％と…次

低い粧摂取比に対して緋泄比がわずがに高い点では本i第に上昇したる摂取と排泄≧の相関は有意であ与た。1

対象ζ莚導であ二るい解争』K比を迎睡づ璽るら養璽導ll：鷺ル6派ナニじ広ウ諏乞力級立嫁の体慮蛮㎞豊当ウの穫敢鉦お

要齢搬ぎ範癒お）薇機載1が郵蹴腿灘緬銅託願兎よ嚴廓論；露1一と扁女
につ晦の検談蝉嫡魏雌董旨摘しτ騒麹ド児の体重醐児を下まわっていたから筋る．1、 1
4）iナトリウム：およびカリウ紛騨への排泄量と町　7）ナLトリウムと力肋ムの尿嚇泄飾る韓・翻

圧値ξの問1難ま「定の関係は見出』されなかづた5ナrトサウー…泄率に一定の関係はみぢれなからだ。…『T『 p……噸’旧 一

ムの摂取博誉全員ほぼ同じであり・これに対する排泄量　　　8）食事および尿中のNa：K比はそれぞれ1！1および

の差が本対象児の範囲であればこれ鞘然璽賭寧、．、鹸節？た・
ろう。更に重要なことは，対象児の現時点の血庄でなく

一工09一
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金沢他：幼児の日常食におけるナトリウム， ．チガ1リウムの摂取と尿中への排泄および血圧
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Sodium and Potassium Ingestion and Urinary Excretion of the Children 

and their Blood Pressure. 

Haruko KANAZAWA, Kiyoko MIZUNO, Shizuko MUTO, 
Yukimi NAGATA 

With a purpose to examine the relation between intake and excretion of sodium (Na) and potassium 
(K) in the young.child and its seasonal variation, if any, a follow-up study through september. Decem-

ber, and March in the next year was conducted on six healthy children aged 5 to ~years. 

The sodium and potassium eontents of the food served to the children in each day of the three study 

periods which were consisted of three cdnsecutive days each wefe determined and the values obtained 

were presumed to be the Na and K intakes of the subject children in common because there was no left-

oyer of thefood made by them during the whole periods. The 24 hour urine collection of each subject 

was performed for the Na and K determination on the same days a~ the food sampling, summing up to 

54 urine samples. The hight, the body weight, and the blood pressure of the ehildren were mqasured in 

each study period. 

The intake of sodium in mg ranged fro:n 1514 to 2127 with the mean 1846 per day and from 10e to 141 

per 100 kcal_ of_foods with the mean 124. They are eommon in male and female. As far as the body weight 

of the children is concerned, male showed a little lower value 89.0 12.2 than that of female 97.0 :1:13.0 Per 

kg due to the female's lower body weight. The amount of sodium ingested in a day corresponds 4.6 gm 

of s0,dum chloride. The potassium intak in mg ranged from 802-1351 with the mean 1105 perday and 57-

93 with the mean 74 per 100 kcal which were the same in all subjects. At the body weight leyels boys took 

53.2 :1:9.3 and girls did 57.5 ~;9.8 per kg. There were nd special variation ascribable to the seasonal 

ehango either in sodium or potassium ingestions. 

The urinary excretions of sodium were a little larger in male than female, those being in mg 1344 to 

1826 with the mean le40 for male and 1260 to 1775 with the meah IS64 for female per day, representing 

89.4~ and 85.5% of the sodium ingested, for male and female respectiyely. 

There was a highly significant correlation (P 0.0001) between the sodiums ingested, and excreted. 

In the potassium excretion in the 24-hour urine there was almost no sex difference and the values in mg 

were 829 169 for males and 815 :~ 155 for females which were equiyalent to 74.9% and 73.9~ of the potassium 

ingestion respectively. The correlation coefficient between the intake and the excretion of potassium 

was agein highly significant. The urinary excretion rates of either sodium or potassium elevated grad-

ually from September toward March in the next year, but it is not clear, if this elevations should be sup-

posed to be the seasonal effect. 

The average sodium : potassium ratios were 1.7 in the food and 1.9 in the urine. 

The blood pressure did not show any sex difference either in systoric or diastoric ones, but these grad-

ually rose, the former bein~~ 84 d:4 in September, 87 :~ 4 in December and 9~:~5 in March and the latter 43 

:t:4, 47d:7, and 53:h7, respeetively. 

There were no special relationship observed between the blood pressure and the urinary eicretion of 

sodium or potassiu:h. 
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